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　新発田城址公園で、「城下町新発田まつり」の本格的な幕開
けとなる「市街地花火と和太鼓の響演」が行われました。
　ライトアップされた新発田城を背景に、奏者が軽快かつ力強く
和太鼓を打ち鳴らすと、観客はその姿に見入っていました。
　また、今年は初めてスターマイン特別記念花火の打ち上げ団
体を募集。6団体からの応募があり、例年に増して盛大に花火が
打ち上げられました。夜空に咲く大輪の花は、会場を埋め尽くす
おおぜいの観客を魅了していました。

雨上がりの空の下で盛大に
「城下町新発田まつり」が幕開け
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今後の「広報しばた」発行日

こんなところに城下町の面影が
昔の新発田を思い浮かべてまち歩き

東京パラリンピックまであと1年！
心のバリアフリーを考える
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　城下絵図を見ながら市内を散策し、江戸時代の新発田のまち
に思いをはせるイベント「城下町まち歩き」が行われました。
　この日の行程は、城下町の名残を色濃く残す、旧新発田城二
の丸・四之町・御

おかちまち

徒町など。参加者は、道筋に今も残る高低差や
町の区画などが城下町の痕跡であるという説明を聞いてうな
ずいたり、かつての武家町や商人町であったところを城下絵図
で照らし合わせて風情の違いを感じたりするなど、思い思いに
まち巡りを楽しんでいる様子でした。

　東小学校で東京パラリンピックの競技種目を体験する出前講
座が開催されました。
　この講座は、障がい者スポーツの魅力を知ってもらい、障が
いへの理解を深めてもらうために、市内の小・中学校や特別支
援学校を対象に行われたもので、当日は車椅子バスケットボー
ルなどを体験。児童たちは、競技の難しさに戸惑いながらも、障
がいの有無に関わらず、いっしょにスポーツを楽しめることを体
感している様子でした。
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しばたフォトスケッチ
特集 「ルールを守って 交通事故
防止」

健康づくり推進月間／食の循環
スマホスタンプラリー／めざせ
100彩すこやか通信／しばめし
地域おこし協力隊奮闘記／市民
活動だより／あつまれ！！ハッ
ピーキッズ

幼稚園・認定こども園・保育園
の入園申込み受付開始

市展・ジュニア展／全国「花嫁人
形」合唱コンクール

国民文化祭、全国障害者芸術・
文化祭

情報掲示版
市民の広場
図書館へ行こう

しばたキラ人めぐり

　交通事故の危険は、
思いもよらないところ
に潜んでいます。一人
ひとりがルールを守
り、交通安全を意識す
ることが、交通事故防
止の第一歩です。
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8/23 市街地花火と和太鼓の響演

　新発田の夏を締めくくる「城下町新発田まつり」。市内外からお
おぜいの人が訪れ、年に一度の祭りを楽しみました。
　27日早朝に各町内の台輪が諏訪神社に奉納されると、境内
では笛や太鼓の音に乗せて、職人町の獅子舞が披露されました。
28日の「まつりパレード」では、にぎやかな声とともに、趣向を凝
らした金魚台輪やみこしなどが運行。最終日となる29日には、祭
りの代名詞とも言える「帰り台輪」が行われ、6町内の台輪による
一斉あおりで、祭りの熱気は頂点に達していました。

約300年の伝統が今に息づく
城下町が一番熱くなる3日間

8/27～29 城下町新発田まつり メインイベント

城下町まち歩き パラスポーツ出前講座
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